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韓国青年（高校生）訪日団（オンライン）の記録  

 

１． オンライン交流概要 

【目的】韓国の青年が日本の防災の取組みを学ぶとともに，東日本大震災被災地である福島

県を訪問し，復興の状況，特産の農水産品及び地域の農業の取組について理解を深め，韓国

で対外発信することにより風評被害をなくすことを主目的とする。 

 

【参加者】 

韓国の高校生等７３名 

 

２. 日程    

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加

者の人数実績） 

１回目 

3月 13日 

 

【オリエンテーション】 

【プロジェクト課題説明・意見交換】 

「日本の防災対策紹介」 

① 聴講・質疑応答  

② グループ別意見交換・準備 

地震防災に関する関心

が参加者の母国で高ま

っていることから，意見

交換の場では各自が取

り組むプロジェクト課

題の具体的内容につい

て活発に意見交換が行

われた。（参加者：73 名） 

２回目 

4月 10日 

 

【テーマ関連講義・意見交換】 

「最近の日韓関係についての理解」 

講師：外務省 武田克利 日韓交流室長 

① 講義・質疑応答 

 

「福島の風評被害払拭」 

講師：JENESYS 事業参加学生（福島県出身） 

① 福島の魅力紹介・質疑応答 

 

「東日本大震災被災地視察体験談・復興支援活動」 

講師：JENESYS 事業参加学生（韓国人） 

① 訪日団での経験を紹介・質疑応答 

最近の日韓関係に関す

る講義では，日韓関係や

交流に関し，数多くの質

問が出た。日韓の過去

JENESYS参加者による東

日本大震災被災地に関

する発表は大変好評で

東日本大震災被災地へ

の風評被害払拭に大き

くつながった。（参加者：

73 名） 

３回目 

5 月 8 日 

福島県福

島市 

 

【テーマ関連視察・講義】 

「福島の風評被害払拭」 

① 福島市内視察・質疑応答 

（福島県観光物産館及び，JR 福島駅周辺） 

 

オンライン視察で取り

上げた福島市内の日常

風景や福島の特産品，福

島で東日本大震災を経

験した韓国出身者によ
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「福島で 20 年～キムチおばさんとして生きて」 

講師：NPO 法人ふくかんねっと 鄭鉉淑（チョン・

ヒョンスク）理事長 

① 講義・質疑応答 

 

「東日本大震災被災地視察体験談・復興支援活動」 

講師：翰林大学日本学研究所 厳泰奉（オム・テボ

ン）教授 

① 講義・質疑応答 

る農業を中心とした活

動に関する講義を通し，

福島へのイメージが変

化した，SNS 発信を通し

風評被害払拭のために

積極的に取り組みたい

という感想が多くみら

れた。（参加者：73 名） 

４回目 

6月 12日 

長野県飯

田市ほか 

【ホームステイ候補地域事前視察】 

講師：株式会社南信州観光公社 高橋充社長 

① 長野県南信州地域の事前視察 

② 地域の魅力及び,インバウンド受入状況に関す 

る講義・現地関係者との意見交換 

 

【テーマ発表報告】 

① 日本の防災に関する課題プロジェクト発表・意 

見交換 

オフライン時にホーム

ステイを予定している

長野県南信州地域への

事前視察を実施した。現

地関係者との意見交換

では参加者の交流への

期待の高さがうかがわ

れた。（参加者：73 名） 

 

３．記録写真  

 

 

2021 年 3 月 13 日【プロジェクト課題説明・

質疑応答】「日本の防災対策紹介」 

2021 年 4 月 10 日【テーマ関連講義・意見交

換】「福島の風評被害払拭」 

  

2021 年 4 月 10 日【テーマ関連講義・意見交

換】「東日本大震災被災地視察体験談・復興

支援活動」 

2021 年 5 月 8 日【テーマ関連視察】「福島

の風評被害払拭」 
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2021 年 5 月 8 日【テーマ関連講義・意見交

換】「福島の風評被害払拭」 

2021 年 6 月 12 日【ホームステイ候補地域事

前視察】長野県南信州地域訪問 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 学生 

日本語や日本文化について，これまでは独学で学んできたが，今回のプログラムを通じ

て大きな学びを得ることができ，日本への関心の高い同世代の友人と交流することもで

きて，とても嬉しかった。また，福島に関する新たな情報に接することができ，理解がよ

り深まった。 

◆ 韓国 学生 

オンラインによるプログラムであったが，視察もあり，講義もあり，日本のことを周囲の

人に知らせるというミッションを通じて，そのための調査の過程等で自然と自分自身に

とっても様々な大きな学びとなった。特に，外務省の方から直接うかがった日韓関係の

お話が興味深かった。 

◆ 韓国 学生 

日頃は接することができない日本についての情報や，現地の専門家の方々を通じて，多

くのことを学べてとても良かった。中でも，日本の防災対策についての学び、そして東日

本大震災被災地視察に行ってきた方々によるリアルな体験談が印象に残った。また，い

つ発生するかわからない地震をはじめとする様々な災害に対して，我が国はあまりにも

無防備ではないかと悟ることができた。日本では家庭の中でも，日常から防災への認識

が非常に高く，私たちも見習わなければいけないと思う。今回のプログラムを通じて，オ

ンラインのみならず是非実際に訪日して各地でさらに学びたいと思った。また，日本に

関する自分の夢がさらに大きくなった。 

 

５．受入れ側の感想 

◆ 福島県観光物産館関係者 

福島では震災・原発事故後も普通に日常を送っており，農水畜産物を育て，普通に食べて

いる。もちろん口にする食材などに対して、放射線検査がきちんと行われている。ぜひ素

晴らしい福島に実際に訪れ楽しんでもらいたい。福島県民はおもてなしをすることが大

好きなため、皆さんを大歓迎する。今後も韓国の皆さんと共に歩んでいきたいと思う。 

 

◆ 長野県南信州地域関係者  

皆さんが熱心に聞き，質問も多くしてくれたのが嬉しかった。来日後のプログラムでは，

ぜひ当地の魅力を十分に味わっていただくとともに，ホームステイを通して地域の皆さ
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んとも交流していただければと思う。皆さんの来訪を心よりお待ちしている。 

６．参加者の対外発信 

 

 

2021 年 6 月 20 日（ブログ）  

「日韓の地震比較－韓国が進むべき方向 

日本の地震対策」 

 地震に備えるため，日本の対策を詳しく見て

いこう。日本の幼稚園，小・中学校，特別支援

学校では避難訓練を教育課程に組み込んでお

り，定期的に安全指導を行っている。会社でも

実施していることがあるそうだ。 

2021 年 6 月 20 日（ブログ） 

「福島オンライン視察」 

 前回は PPT を用いての説明だったが，今回

は福島駅周辺から生中継で様子を見ること

ができ，福島県観光物産館では売り場で一つ

一つ商品に関する説明をしていただいた。 

 オンライン視察を通し，間接的に福島県観

光物産館を訪れ，中の様子を知ることができ

たプログラムだった。 

 

 

2021 年 5 月 1 日（Instagram） 

「福島の魅力の発表」福島について詳しく知る

ことができ，良い時間だった。福島の食，観光

2021 年 6 月 20 日（ブログ） 

「東日本大震災被災地視察体験談・復興支援

活動」2 年前に東日本大震災被災地を訪問し
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地，継承の精神を，少しでも多くの人たちに伝

えることができればと思う。 

た経験を持つ KJAF（大学生訪日団 OBOG 組織）

のメンバーから，日韓交流活動についての紹

介があった。視察の感想，防災対策の重要性

などを、PPTを通して説明してくれた。 

 

７．オンラインプログラムの成果発表 

 
 

「防災」に関する課題プロジェクトに取り組んだ内容の成果発表を全員が行った。プロ

ジェクトを通してテーマに関する理解を深めた参加者たちからは，訪日の際に施設見学

や体験を通しさらに理解を深めたいという意見が多く出された。主なテーマ例：「地震

発生時の正しい行動」「災害時に備えて準備すべき非常持出袋の中身」、「日本の建築は

耐震から免振へ」、「日韓防災グッズの比較」、「日韓地震速報の違い－実際のニュースを

比較して」等。 

 

事業実施団体：公益財団法人 日韓文化交流基金 


